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労働安全衛生関係

免許試験日程
2022年７月から９月までの間に
当センターで実施する学科試験の
日程は、右記のとおりです。

また、受験資格等については、
中国四国安全衛生技術センター
〒721-0955　広島県福山市新涯町2-29-36

    ☎ 084－954－4661に照会して下さい。
インターネットアドレス　　　　　　　　　　
https://www.chushi.exam.or.jp/

試　  験　  の　  種　  類

特 級 ボ イ ラ ー 技 士
一 級 ボ イ ラ ー 技 士
二 級 ボ イ ラ ー 技 士
特 別 ボ イ ラ ー 溶 接 士
普 通 ボ イ ラ ー 溶 接 士
ボ イ ラ ー 整 備 士

移 動 式 ク レ ー ン 運 転 士
揚 貨 装 置 運 転 士
発 破 技 士
ガ ス 溶 接 作 業 主 任 者
林 業 架 線 作 業 主 任 者
第 一 種 衛 生 管 理 者
第 二 種 衛 生 管 理 者
高 圧 室 内 作 業 主 任 者
エ ッ ク ス 線 作 業 主 任 者
ガンマ線透過写真撮影作業主任者
潜 水 士

限 定 な し
ク レ ー ン 限 定
床 上 運 転 式 限 定
限定免許解除試験

クレーン・
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運 転 士
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★には、更に実技試験があります。
2022年
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人材確保等助成金（テレワークコース）のご案内
外国人労働者相談コーナーのご案内
不妊治療と仕事との両立を支援する助成金のご案内
岡山県車両電気配線装置製造業最低工賃
「賃金構造基本統計調査」へのご協力をお願いします

6
9
10
12
13

第11回定時総会を開催
令和３年度事業報告
第35回岡山県ゼロ災運動研究集会開催のご案内

2
4
7

悠々自適
労働災害－統計－

6
14

あ
せ
り
が
招
く

転
倒
災
害

７月 全国安全週間７月１日～７日６月 全国安全週間準備期間
６月１日～30日

貨物
取扱業
2人
（－3）

死　傷　災　害
（休業4日以上の死傷災害）

4月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数

死　亡　災　害
4月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数

2022年（令和４年）労働災害発生状況

林業
10人（＋2）

運輸交通業
1人（＋1）

林業
1人（＋1）

製
　　　造

　　　　　　 業　
　　　　　　140人
　　　　　　（－34）

全産業
891人
（+308）

木建
9人（
－4）

建設業
 81人（＋15）

鉱業
4人
（±0）

建設業
 1人（－1）

交通事故
  0人（－1）

運輸交通業
77人（－16）

はさまれ・巻き込まれ
0人（－1）

事故の
型　別
3人
（＋1）

墜落・転落
1人（＋1）

激突され
1人（＋1）

その他
6人（－7）

崩壊・倒壊
1人（＋1）

第三次産業
   571人　
   （＋351）　

業種別
3人
（＋1）

あなたの心で運ぶハート引越便

原 田 和 充
岡山県貨物運送株式会社
代表取締役社長　

〒700-0027 岡山市北区清心町4番31号
TEL （086）252-2111（代）
ホームページ  http://www.okaken.co.jp

〒

太陽綜合法律事務所

〒700-0901
岡山市北区本町6番36号
　第一セントラルビル2階
　TEL（086）224-8338（代）
　FAX（086）224-7555

（岡山弁護士会所属）
岡山県労働基準協会顧問弁護士

弁護士法人

近 藤 弦之介
藤 原　健 補
馬 場　幸 三
谷 口　怜 司
山 本　愛 子
川 端 美智子
青 田 　　夢
鹿 室　辰 義
髙 瀬   鈴 香
石 島 　　弘

弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
客員弁護士

税理士

〒700-0983　岡山市北区東島田町1丁目2番5号
TEL：086－231－1227

武　田　育　男
たけ だ おやす 毎週火曜日と木曜日10時から16時

（12：00～13：00を除く）

TEL（086）225-4538

労働問題相談日のお知らせ

会員の皆様方の労働問題に関するあらゆるご相談に応じます。
お気軽にご相談下さい。

※上記以外の日程
　または来所の方は、
　事前にご連絡下さい。
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第７回定時総会を開催第７回定時総会を開催第11回定時総会を開催第11回定時総会を開催

会　長
笠岡支部長

晝田　眞三

児島支部長

角南　博和

副会長
岡山支部長

荒木　雷太

津山支部長

須江　英典

副会長
倉敷支部長

菅　　　慎

和気支部長

天野　洋一

副会長
玉野支部長

江藤　俊治

新見支部長

岡崎　　平

▽新役員

≪顧問≫
中島　　博（ナカシマホールディングス株式会社代表
　　　　　　取締役会長）
≪会長≫
晝田　眞三（ヒルタ工業株式会社代表取締役会長）
≪副会長≫
荒木　雷太（株式会社荒木組代表取締役）
菅　　　慎（三菱自動車工業株式会社水島製作所副所長）
江藤　俊治（株式会社三井Ｅ＆Ｓマシナリー執行役員
　　　　　　玉野機械工場長）

≪専務理事≫
岡田　康浩（一般社団法人岡山県労働基準協会運営
　　　　　　最高責任者）
≪理事≫
小川　充彦（一般社団法人岡山県労働基準協会事務
　　　　　　局長）
中島　英晶（ナカシマプロペラ株式会社専務取締役）
馬屋原　章（岡山県貨物運送株式会社取締役副社長）
小橋　俊文（株式会社クラレ倉敷事業所長）
古川　誠博（ＪＥＦスチール株式会社専務執行役員
　　　　　　西日本製鉄所長・倉敷地区所長）
角南　博和（角南被服有限会社代表取締役）
須江　英典（株式会社すえ木工代表取締役会長）

苅田　善嗣（津山ガス株式会社取締役社長）
岡本　龍二（タカヤ株式会社代表取締役社長）
飛田　　厚（エスタカヤ電子工業株式会社専務取締役）
天野　洋一（品川リフラクトリーズ株式会社執行役員
　　　　　　西日本工場長）
岡崎　　平（株式会社自光モータース代表取締役）

≪監事≫
槙野　博通（株式会社天満屋執行役員）
鴨井　尚志（カモ井加工紙株式会社代表取締役社長）
藤原　　亮（株式会社中国銀行執行役員美作地区
　　　　　  本部長・津山支店長）

▽感謝状贈呈者
石田　　篤 氏

▽安全衛生管理優良表彰
優良賞　ＪＦＥ西日本ジーエス株式会社
　〃　　ナイカイ企業株式会社

功績賞　田中　政吉 氏（倉敷運輸株式会社）
　〃　　新藤　洋子 氏（宇野港倉庫株式会社）
　〃　　武本　文郎 氏（院庄林業株式会社）
　〃　　江川　文人 氏（久世高分子工業株式会社）

一般社団法人岡山県労働基準協会 役員紹介

　第11回一般社団法人岡山県労働基準協
会定時総会は、５月30日（月）ホテルグ
ランヴィア岡山において、成毛節岡山労
働局長をはじめとする来賓のご臨席と会
員多数のご出席のもと開催されました。
　晝田会長の開会挨拶、来賓を代表して
成毛労働局長から祝辞を頂戴した後議事
に入り、事務局より令和３年度事業を報
告するとともに、令和３年度計算書類が
承認されました。
　続いて、公益目的支出計画の実施状
況、令和４年度事業計画及び収支予算が
報告されました。
　次に、本年は役員改選期にあたり、17
名の理事と監事３名を選任した後、理事
会を開催し、理事の互選により、晝田会
長（再任）をはじめ新役員が選定される
とともに、１名の顧問と幹事24名が選任
されました。
　総会終了後、永年協会の発展に貢献された講師へ感謝状の贈呈を行うとともに、安全衛生管理優良事業場等
の表彰を行いました。

新役員及び被表彰者等は次のとおり。

感謝状贈呈者

石田氏

(左より)　田中氏、武本氏、江川氏

(左より)ＪＦＥ西日本ジーエス㈱様、ナイカイ企業㈱様

功績賞受賞者

優良賞受賞者
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石田氏
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資産運用益 240

受取補助金等 80

雑収益 1,718
受取会費 7,571

資産の概要
（令和３年度）

正味財産の概要
（令和３年度）

流動資産
45,096

流動負債
17,227

固定負債
10,486

正味財産
254,015固定資産

236,632

当期正味財産増減額
正味財産期首残高
正味財産期末残高

収益の部

合計　88,389
（単位：万円）

（単位：万円）

（単位：万円）

（単位：万円）

（単位：万円）

合計　78,873

費用の部

9,516
244,499
254,015

表彰費 20管理費 2,575

事業収益 78,780

事業費 76,278

収支予算の概要
（令和４年度）

当期正味財産増減額
正味財産期首残高
正味財産期末残高

収益の部

合計　81,916
（単位：万円）

（単位：万円）

合計　79,437

費用の部

2,479
254,015
256,494

資産運用益 254

表彰費 18管理費 2,780

雑収益 1,835

受取会費 7,571

事業収益 72,256

事業費 76,639

Ⅰ  会　員　の　状　況
              　　 当期末  7,202 会員

Ⅱ  事　業　の　状　況
　　　１ 労働災害防止活動事業【実施事業】
　　　　　　（1）労働災害防止対策に関する事業の実施
　　　　　　（2）安全衛生管理水準の向上に関する事業の実施　
　　　　　　（3）｢岡山地方産業安全衛生大会｣及び「岡山県ゼロ災運動研究集会」等の開催（開催見送り）
　　　　　　（4）各災害防止協議会による自主的労働災害防止活動の推進
　　　　　　　　　　　① プレス災害防止協議会
　　　　　　　　　　　② プレス・機械金属災害防止協議会
　　　　　　　　　　　③ 機械金属災害防止協議会

　　　２ 普及推進（啓発）指導事業【実施事業】
　　　　　　（1）労働基準法等関係法令の普及啓発及び指導に関する事業の推進
　　　　　　（2）労働安全衛生法等関係法令の普及啓発及び指導に関する事業の推進
　　　　　　（3）パート・有期労働法及び労働契約法等関係法令の普及啓発及び指導に関する事業の推進
　　　　　　（4）｢岡山労働基準弘報｣及び各種資料の配布等による広報活動に関する事業の推進
　　　　　　（5）その他、事業推進に関連する関係法令の普及啓発及び指導に関する事業の推進

　　　３ 相談指導事業【実施事業】
　　　　　　（1）労務管理、安全衛生相談日の開設（毎週火曜日及び木曜日）
　　　　　　（2）労務管理、労働福祉の改善及び向上に関する事業の推進
　　　　　　（3）産業安全、労働衛生の改善及び向上に関する事業の推進
　　　　　　（4）職場環境の快適化の推進に関する事業の推進
　　　　　　（5）協議会、交流会活動等に関する事業の推進

　　　４ 講習・教育事業
　　　　　　（1）地域のニーズに沿った技能講習及び安全衛生教育等の開催と教育内容の充実
　　　　　　　　　　　815回開催    23,853名受講
　　　　　　（2）職業能力開発促進法による認定職業訓練及びその他職業訓練に関する事業の推進
　　　　　　（3）会員事業場の労務管理及び安全衛生管理水準の向上に資する講習会の開催

　　　５ 健康診断等事業
　　　　　　（1）産業医及び健康診断等に関する事業の推進
　　　　　　（2）労働衛生センターの積極的活用

　　　６ 作業環境測定事業
　　　　　　（1）作業環境測定等に関する事業推進

　　　７ 健康教育・保健指導事業【実施事業】
　　　　　　（1）労働者の健康の保持増進に関する事業の推進

　　　８ 事務受託事業
　　　　　　（1）労働保険事務組合等の受託業務に関する事業の推進
　　　　　　　　　　① ６支部において労働保険事務組合を運営   
　　　　　　（2）法定外労災保険等の普及に関する事業の推進
　　　　　　（3）その他の事務受託に関する事業の推進
　　　　　　　　　　① 中小企業退職金共済制度 委託事業主団体
　　　　　　　　　　② 地域安全衛生広報活動事業
　　　　　　　　　　③ 中小規模事業場安全衛生相談事業

　　　９ 資料等頒布事業
　　　　　　（1）書籍及び各種用品類等の物品販売に関する事業の推進

　　　10 運営及び組織の基盤強化
　　　　　　（1）会員組織の拡大と会員サービスの向上
　　　　　　（2）安定した協会運営と活性化
　　　　　　（3）事務局体制の改善強化と内部監査体制の確立
　　　　　　（4）親切で迅速な対応と窓口相談体制の充実
　　　　　　（5）ＩＴ化の推進とホームページの充実
　　　　　　（6）岡山県安全衛生会館の機能充実と効率的な運営

　　　11 関係団体等との積極的連携
　　　　　　（1）中央労働災害防止協会の事業運営に協力
　　　　　　（2）公益社団法人全国労働基準関係団体連合会岡山県支部の事業運営に協力
　　　　　　（3）一般社団法人岡山県火薬類保安協会の事業運営に協力
　　　　　　（4）その他の関係団体等との積極的連携

Ⅲ　役員会等に関する事項
　　　１ 定時総会の開催
　　　　　　（1）第10回定時総会      令和 ３ 年 ５ 月31日（月曜日）

　　　２ 監事会及び理事会並びに幹事会の開催
　　　　　　（1）監　事　会      　　 令和 ３ 年 ４ 月30日（金曜日）
　　　　　　（2）第34回理事会及び令和３年度第１回幹事会  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 ３ 年 ５ 月 ６ 日（木曜日）
　　　　　　（3）第35回理事会及び令和３年度第２回幹事会  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 ３ 年10月26日（火曜日）
　　　　　　（4）第36回理事会及び令和３年度第３回幹事会  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 ４ 年 ３ 月28日（月曜日）

Ⅳ 業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況に関する事項
　　　業務の適正を確保するための体制を第22回理事会（平成30年３月26日開催）において決議し、体制
　　を構築している。
　　　　　　（1） 理事の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 
　　　　　　（2） 理事の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 
　　　　　　（3） 損失の危険の管理に関する体制 
　　　　　　（4） 理事の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 
　　　　　　（5） 役職員の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
　　　　　　（6） 理事及び役職員が監事への報告に関する体制

令和３年度  事　業　報　告　書
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資産運用益 240

受取補助金等 80

雑収益 1,718
受取会費 7,571

資産の概要
（令和３年度）

正味財産の概要
（令和３年度）

流動資産
45,096

流動負債
17,227

固定負債
10,486

正味財産
254,015固定資産

236,632

当期正味財産増減額
正味財産期首残高
正味財産期末残高

収益の部

合計　88,389
（単位：万円）

（単位：万円）

（単位：万円）

（単位：万円）

（単位：万円）

合計　78,873

費用の部

9,516
244,499
254,015

表彰費 20管理費 2,575

事業収益 78,780

事業費 76,278

収支予算の概要
（令和４年度）

当期正味財産増減額
正味財産期首残高
正味財産期末残高

収益の部

合計　81,916
（単位：万円）

（単位：万円）

合計　79,437

費用の部

2,479
254,015
256,494

資産運用益 254

表彰費 18管理費 2,780

雑収益 1,835

受取会費 7,571

事業収益 72,256

事業費 76,639

Ⅰ  会　員　の　状　況
              　　 当期末  7,202 会員

Ⅱ  事　業　の　状　況
　　　１ 労働災害防止活動事業【実施事業】
　　　　　　（1）労働災害防止対策に関する事業の実施
　　　　　　（2）安全衛生管理水準の向上に関する事業の実施　
　　　　　　（3）｢岡山地方産業安全衛生大会｣及び「岡山県ゼロ災運動研究集会」等の開催（開催見送り）
　　　　　　（4）各災害防止協議会による自主的労働災害防止活動の推進
　　　　　　　　　　　① プレス災害防止協議会
　　　　　　　　　　　② プレス・機械金属災害防止協議会
　　　　　　　　　　　③ 機械金属災害防止協議会

　　　２ 普及推進（啓発）指導事業【実施事業】
　　　　　　（1）労働基準法等関係法令の普及啓発及び指導に関する事業の推進
　　　　　　（2）労働安全衛生法等関係法令の普及啓発及び指導に関する事業の推進
　　　　　　（3）パート・有期労働法及び労働契約法等関係法令の普及啓発及び指導に関する事業の推進
　　　　　　（4）｢岡山労働基準弘報｣及び各種資料の配布等による広報活動に関する事業の推進
　　　　　　（5）その他、事業推進に関連する関係法令の普及啓発及び指導に関する事業の推進

　　　３ 相談指導事業【実施事業】
　　　　　　（1）労務管理、安全衛生相談日の開設（毎週火曜日及び木曜日）
　　　　　　（2）労務管理、労働福祉の改善及び向上に関する事業の推進
　　　　　　（3）産業安全、労働衛生の改善及び向上に関する事業の推進
　　　　　　（4）職場環境の快適化の推進に関する事業の推進
　　　　　　（5）協議会、交流会活動等に関する事業の推進

　　　４ 講習・教育事業
　　　　　　（1）地域のニーズに沿った技能講習及び安全衛生教育等の開催と教育内容の充実
　　　　　　　　　　　815回開催    23,853名受講
　　　　　　（2）職業能力開発促進法による認定職業訓練及びその他職業訓練に関する事業の推進
　　　　　　（3）会員事業場の労務管理及び安全衛生管理水準の向上に資する講習会の開催

　　　５ 健康診断等事業
　　　　　　（1）産業医及び健康診断等に関する事業の推進
　　　　　　（2）労働衛生センターの積極的活用

　　　６ 作業環境測定事業
　　　　　　（1）作業環境測定等に関する事業推進

　　　７ 健康教育・保健指導事業【実施事業】
　　　　　　（1）労働者の健康の保持増進に関する事業の推進

　　　８ 事務受託事業
　　　　　　（1）労働保険事務組合等の受託業務に関する事業の推進
　　　　　　　　　　① ６支部において労働保険事務組合を運営   
　　　　　　（2）法定外労災保険等の普及に関する事業の推進
　　　　　　（3）その他の事務受託に関する事業の推進
　　　　　　　　　　① 中小企業退職金共済制度 委託事業主団体
　　　　　　　　　　② 地域安全衛生広報活動事業
　　　　　　　　　　③ 中小規模事業場安全衛生相談事業

　　　９ 資料等頒布事業
　　　　　　（1）書籍及び各種用品類等の物品販売に関する事業の推進

　　　10 運営及び組織の基盤強化
　　　　　　（1）会員組織の拡大と会員サービスの向上
　　　　　　（2）安定した協会運営と活性化
　　　　　　（3）事務局体制の改善強化と内部監査体制の確立
　　　　　　（4）親切で迅速な対応と窓口相談体制の充実
　　　　　　（5）ＩＴ化の推進とホームページの充実
　　　　　　（6）岡山県安全衛生会館の機能充実と効率的な運営

　　　11 関係団体等との積極的連携
　　　　　　（1）中央労働災害防止協会の事業運営に協力
　　　　　　（2）公益社団法人全国労働基準関係団体連合会岡山県支部の事業運営に協力
　　　　　　（3）一般社団法人岡山県火薬類保安協会の事業運営に協力
　　　　　　（4）その他の関係団体等との積極的連携

Ⅲ　役員会等に関する事項
　　　１ 定時総会の開催
　　　　　　（1）第10回定時総会      令和 ３ 年 ５ 月31日（月曜日）

　　　２ 監事会及び理事会並びに幹事会の開催
　　　　　　（1）監　事　会      　　 令和 ３ 年 ４ 月30日（金曜日）
　　　　　　（2）第34回理事会及び令和３年度第１回幹事会  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 ３ 年 ５ 月 ６ 日（木曜日）
　　　　　　（3）第35回理事会及び令和３年度第２回幹事会  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 ３ 年10月26日（火曜日）
　　　　　　（4）第36回理事会及び令和３年度第３回幹事会  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 ４ 年 ３ 月28日（月曜日）

Ⅳ 業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況に関する事項
　　　業務の適正を確保するための体制を第22回理事会（平成30年３月26日開催）において決議し、体制
　　を構築している。
　　　　　　（1） 理事の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 
　　　　　　（2） 理事の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 
　　　　　　（3） 損失の危険の管理に関する体制 
　　　　　　（4） 理事の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 
　　　　　　（5） 役職員の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
　　　　　　（6） 理事及び役職員が監事への報告に関する体制

令和３年度  事　業　報　告　書
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人材確保等支援助成金（テレワークコース）のご案内
中小企業事業主の皆様へ　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　  令和４年４月１日改正

岡山労働局　雇用環境・均等室
TEL 086-224-7639

　良質なテレワークを制度として導入し、実施することにより、労働者の人材確保や雇用管理改善等の観点から効果
をあげる中小企業事業主（※）を支援します！
※　テレワーク勤務を、新規に導入する事業主の方及び試行的に導入している又は
　試行的に導入していた事業主の方が対象です。

　【機器等導入助成】
　　①支給要件の概要
　　　○テレワークに関する制度を就業規則等に
　　　　規定すること
　　　○テレワークの実績が基準を満たすこと
　　　○テレワークを実施しやすい職場風土作りの
　　　　取組を行うこと
　　②助成金支給額
　　　　支給対象経費（テレワーク用通信機器の
　　　　導入費用等※1）の30％（最大100万円）

【目標達成助成】
　①支給要件の概要
　　○離職率、テレワークの実績が基準を満たすこと
　②助成金支給額
　　　支給対象経費（テレワーク用通信機器の導入費
　　　用等※1）の20％<35％※2>（最大100万円）
　　　※2生産性要件を満たした場合
　※1　テレワーク用サービス利用料も助成対象となります。
　　　　　（リモートアクセス及びリモートデスクトップサービス等）

検索人材確保等支援助成金　テレワークコース

助成金の詳細・問合せ先

岡山県ゼロ災運動研究集会における感染症対策について

■　当日37.5度以上の発熱があった場合は、本集会への参加をご遠慮ください。
■　マスクを必ず着用のうえご来場ください。
■　受付時に非接触の体温計で検温を実施させていただきます。
■　手指消毒のための消毒液を設置していますので、こまめな消毒をお願いします。
■　十分な間隔を保った座席の配置としています。
■　会場内での参加者同士の会話は極力ご遠慮ください。
■　定期的に会場内の換気を実施させていただきます。
■　今後の感染拡大状況によっては本集会を中止させていただく場合がございます。
　　岡山県労働基準協会のホームページでご確認ください。

第35回 岡山県ゼロ災運動研究集会開催のご案内第35回 岡山県ゼロ災運動研究集会開催のご案内
事　　業　　者　　殿

一般社団法人岡山県労働基準協会
安 全 衛 生 委 員 会

http://www.olsa.or.jp

１．日　　時 　令和４年７月11日（月）
　　　　　　　　 14：20～16：45（受付14：00～）

２．会　　場 　岡山ふれあいセンター（岡山市中区桑野715-2）
３．参 加 費　１名　2,200円（資料代、消費税込）

４．対 象 者　事業場の安全衛生担当者、管理・監督者、
　　　　　　　　 グループリーダー　等

５．定 　 員　300名

記

　各事業者におかれましては、「ゼロ災害、ゼロ疾病」をめざして日夜ご努力をいただいているところであります。
　当協会では、今年度も各企業におきますゼロ災活動を積極的にバックアップするため標記研究集会を企画いた
しました。多数の方のご参加を心よりお待ちいたしております。

 
 

時　　間 テ　　ー　　マ 講　　師　　等

１4：2０～１4：2５

１4：2５～１4：5５

開会あいさつ

講演

「最近の労働安全衛生行政から」

岡山労働局 労働基準部

　　健康安全課長　犬　塚　浩　司 氏

１４：5５～１5：10 休　　　　憩
１5：10～１6：40 特別講演

「失敗から学ぶ安全」

中災防安全衛生エキスパート

　　　　　　　　　山　岡　和　寿 氏

安全衛生委員会　委員

１6：40～１６：45 閉会あいさつ 安全衛生委員会　委員
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課 長  森 　 健 太

　この４月より、監督課長を拝命しました森と申しま
す。どうぞよろしくお願いいたします。
まず、嘘偽りなく、私は岡山県で働くことができて心
から嬉しく思っております。異動を伝えられた時の形
容しがたい感情を、一生忘れることはありません。と
申しますのも、何よりもデニムやジーンズを愛してお
り、ジーンズソムリエを８年前に取得しました。家に
はジーンズだけでなく、デニムの雑貨に包まれて生
活しています。
　特にジーンズの色落ちは、個性豊かで唯一無二の
存在、その人の人生が現れる素晴らしい作品といっ
ても過言でもないかと。お気に入りは高校１年生のと
きに購入したLevi's201XXであり、20年以上経った今
でも現役です。あの頃は早く色落ちさせるべく、寝る
ときにも穿いていました（40歳前後の方はわかってく
れますよね？今はそんな寝苦しいパジャマは…）。

　また、先日、７年ぶりにジーンズストリートに行
き、相変わらず魅力的な街でテンションが上がりまし
た。歩道の白線が赤耳になっていることがものすごく
好きで、最近ハマっているマンホールを見るとジーン
ズストリートの表記。当時は一人旅でしたが、今回は
ベビーカーを押しながら娘とのデート。穿いているジ
ーンズは娘が生まれた直後に購入し、娘とともに成
長しているもの。感慨深いものがあります。
　今回の新しい発見は「藍染めとインディゴ染めの
違い」でした。岡山県民には常識かもしれませんが、
前者は藍から抽出した天然染料、後者は化学薬品を
使用した合成染料。それぞれの長所・短所を知るこ
とで、さらにデニムへの愛が増しました。これからは
染め方も意識します。
　このような愛情を抱きながら、労働行政という観
点で岡山のためになにかできないか、と考えており、
幸運にもその機会をいただきました。この機会を無
駄にすることなく、企業のみなさまの悩みごとを１つ
でも解決し、働きやすい岡山につながるよう、精進し
てまいります。
　なお、私の思いが前のめりになって、監督署の指
導が厳しくなる、ということはございません。私色に
染まらない「全国斉一行政」。一方で、時代とともに
変わっていく。それが労働局です。

デニムと歩む人生

岡山労働局労働基準部監督課
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人材確保等支援助成金（テレワークコース）のご案内
中小企業事業主の皆様へ　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　  令和４年４月１日改正

岡山労働局　雇用環境・均等室
TEL 086-224-7639
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　　　　　（リモートアクセス及びリモートデスクトップサービス等）

検索人材確保等支援助成金　テレワークコース

助成金の詳細・問合せ先

岡山県ゼロ災運動研究集会における感染症対策について
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第35回 岡山県ゼロ災運動研究集会開催のご案内第35回 岡山県ゼロ災運動研究集会開催のご案内
事　　業　　者　　殿

一般社団法人岡山県労働基準協会
安 全 衛 生 委 員 会

http://www.olsa.or.jp
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記
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第35回　岡山県ゼロ災運動研究集会　参加申込書
（様式） ＊4010

６．申込方法　①インターネット申込
　　　　　　　　　当協会ホームページからお申し込みください。
　　　　　　　　 ②窓口・FAX申込
　　　　　　　　　参加申込書に必要事項をご記入のうえ、各支部へお申し込みください。

７．そ の 他 　 受付の後、振込み等の確認ができましたら、受講票を発行いたします。
　　　　　　　　　キャンセルの場合、講習前日までにご連絡があった場合に限り、事務手数料1,100円＋振込
　　　　　　　　　手数料を差し引いて返金いたします。事前にご連絡がなく、集会当日に欠席の場合は参加費
　　　　　　　　　の返金はいたしません。

８．窓口申込先　 一般社団法人岡山県労働基準協会　各支部

※申込書に記入された氏名等の個人情報は、当協会が責任をもって保管・管理し、本集会の的確な実施のためにのみ使用します。

氏　　名　（フリガナ）※受付 氏　　名　（フリガナ）※受付

事 業 所 名
（フリガナ）

所　在　地

ご 連 絡 先

ご 担 当 者
職　氏　名

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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〒　　　　－
　　　　　　都道　　　　　　市　　　　　　
　　　　　　府県　　　　　　郡　　　　　　区
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　法

参加費　　　名分　　　　円

　　　を　　　月　　　日に

①下記口座へ振込

　　中国銀行　富田町支店

　　普通　１６１３３８１

　　一般社団法人

　　　　岡山県労働基準協会

②窓口へ持参
※※当日はご遠慮ください※※

支　部　名

岡 山 支 部

倉 敷 支 部

玉 野 支 部

児 島 支 部

津 山 支 部

笠 岡 支 部

和 気 支 部

新 見 支 部

安 全 衛 生 会 館

ＴＥＬ番号

（０８６）２２１－２１６０

（０８６）４２２－６２３０

（０８６３）２１－２３４９

（０８６）４７３－１８１１

（０８６８）２２－５４５４

（０８６５）６３－３７１８

（０８６９）９２－０８７６
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〒710-0047　倉敷市大島４０７－１ 

〒706-0011　玉野市宇野２－１６－５ 

〒711-0921　倉敷市児島駅前１－１００ 

〒708-0022　津山市山下９２－１ 

〒714-0085　笠岡市四番町５－１８ 

〒709-0441　和気郡和気町衣笠９５４－１ 

〒718-0011　新見市新見８１１－１ 

〒701-0202　岡山市南区山田２３１５－４
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○　不妊治療を経験した方のうち16%（男女計（女性は23%））が、不妊治療と仕事を両
立できずに離職しています。

○　両立に困難を感じる理由には、通院回数の多さ、精神面での負担の大きさ、通院と仕事
の日程調整の難しさがあります。

○　労働者の中には、治療を受けていることを職場に知られたくない方もいます。職場内で
は、不妊治療についての認識があまり浸透していないこともあります。

　「不妊治療と仕事との両立」に取り組む企業を認定する「くるみんプラス」等制度を新設しました。
　この制度は、次世代育成支援対策推進法に基づき、「くるみん」等の認定を受けた企業が、不妊
治療と仕事との両立にも積極的に取り組み、一定の認定基準を満たした場合に、３種類のくるみん
にそれぞれ「プラス」認定を追加するもので、「くるみんプラス」「プラチナくるみんプラス」
「トライくるみんプラス」と称します。
〇認定基準
１．次の⑴及び⑵の制度を設けていること（※１）
　⑴不妊治療のための休暇制度（不妊治療を含む多様な目

的で利用することができる休暇制度及び利用目的を限
定しない休暇制度を含み、年次有給休暇を除く）

　⑵不妊治療のために利用することができる次のうちのい
ずれかの制度  　  

　〇半日又は時間単位の年次有給休暇　
　〇所定外労働制限制度　〇時差出勤制度       
　〇フレックスタイム制　〇短時間勤務制度　〇テレワーク 
２．不妊治療と仕事との両立の推進に関する企業トップの方針を示し、講じている措置の内容とと

もに労働者に周知していること（※２） 
３．不妊治療と仕事との両立に関する研修（※３）その他の不妊治療と仕事との両立に関する労働

者の理解を促進するための取組を実施していること 
４．不妊治療を受ける労働者からの不妊治療と仕事との両立に関する相談に応じるための担当者

（両立支援担当者）を選任し、労働者に周知していること

不妊治療と仕事との両立を支援する助成金のご案内不妊治療と仕事との両立を支援する助成金のご案内

不妊治療と仕事との両立に資する職場環境の整備に取り組み、不妊治療のために利用可能な休暇制
度や両立支援制度を労働者に利用させた中小企業事業主の皆さまを支援します。

なお、「働き方改革推進支援助成金（労働時間短縮・年休促進支援コース）」（生産性を向上させ、労
働時間の縮減、年次有給休暇の取得や不妊治療のための休暇制度の導入等を実施した中小企業事業主の
皆さまを支援する助成金）もあります。

次の①～⑥のいずれか又は複数の制度を導入し、労働者に利用させた中小
企業事業主
① 不妊治療のための休暇制度（多目的・特定目的とも可）
② 所定外労働制限制度　③ 時差出勤制度　④ 短時間勤務制度
⑤ フレックスタイム制　⑥テレワーク

両立を支援する旨の企業トップの方針の周知　⇒　社内ニーズ調査　⇒　
就業規則等の規定・周知
⇒　両立支援担当者の選任
⇒　労働者のための「不妊治療両立支援プラン」の策定

Ａ「環境整備、休暇の取得等」
　最初の労働者が休暇制度・両立支援制度を合計５日（回）利用
　　２８.５万円＜３６万円＞
Ｂ「長期休暇の加算」
　Ａを受給し、労働者が不妊治療休暇を20日以上連続して取得
　　２８.５万円＜３６万円＞　
※A、Bとも、＜　＞内は生産性要件を満たした場合の支給額

両立支援等助成金（不妊治療両立支援コース）両立支援等助成金（不妊治療両立支援コース）

事業主の皆さまへ

なぜ、両立支援が必要なのでしょうか。

⇒　企業には、不妊治療を受けながら安心して働き続けられる職場
　環境の整備が求められます。

支給対象となる
事業主

申請のステップ

支給額

●助成金の支給要件の詳細や具体的な手続き、各種申請書の
　ダウンロードはこちら
　https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_14408.html

詐欺にご注意ください。国や都道府県労働局から、助成金の相談について電話などで勧誘することは
ありません。
また、振込先、口座番号、その他の個人情報を個人の方に電話などで問い合わせることはありません。

不妊治療と仕事との両立支援策不妊治療と仕事との両立支援策

●不妊治療と仕事との両立がしやすい環境整備に取り組む企業を認定します（令和４年４月～）

●不妊治療を受けながら働き続けられる職場づくりのためのマニュアル

https://www.mhlw.go.jp/content/11909000/000930522.pdf 
※１　就業規則の規定例

https://www.mhlw.go.jp/bunya/koyoukintou/pamphlet/dl/30k.pdf
企業向けの制度導入マニュアルです。

●不妊治療と仕事との両立サポートハンドブック

https://www.mhlw.go.jp/bunya/koyoukintou/pamphlet/dl/30l.pdf
労働者向けに、不妊治療の内容や職場での配慮のポイントを紹介しています。

●不妊治療を受けやすい休暇制度等導入支援セミナー

https://www.youtube.com/watch?v=YyHjSMKfPf8
有識者による講演オンラインで配信しています。どなたでも無料で視聴できます。

https://www.mhlw.go.jp/content/11909000/000930524.pdf
※２　企業トップによる方針の周知例

https://www.mhlw.go.jp/content/11909000/000930525.pdf
※３　研修の実施例

不妊治療と仕事との両立についての詳細な情報は、こちらにお問い合わせください。
受付8：30～17：15（土・日・祝日を除く）

岡山労働局雇用環境・均等室　 電話 ０８６－２２５－２０１７

▲「不妊治療と仕事との両立」認定マーク
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！

○　不妊治療を経験した方のうち16%（男女計（女性は23%））が、不妊治療と仕事を両
立できずに離職しています。
○　両立に困難を感じる理由には、通院回数の多さ、精神面での負担の大きさ、通院と仕事
の日程調整の難しさがあります。
○　労働者の中には、治療を受けていることを職場に知られたくない方もいます。職場内で
は、不妊治療についての認識があまり浸透していないこともあります。

　「不妊治療と仕事との両立」に取り組む企業を認定する「くるみんプラス」等制度を新設しました。
　この制度は、次世代育成支援対策推進法に基づき、「くるみん」等の認定を受けた企業が、不妊
治療と仕事との両立にも積極的に取り組み、一定の認定基準を満たした場合に、３種類のくるみん
にそれぞれ「プラス」認定を追加するもので、「くるみんプラス」「プラチナくるみんプラス」
「トライくるみんプラス」と称します。
〇認定基準
１．次の⑴及び⑵の制度を設けていること（※１）
　⑴不妊治療のための休暇制度（不妊治療を含む多様な目

的で利用することができる休暇制度及び利用目的を限
定しない休暇制度を含み、年次有給休暇を除く）

　⑵不妊治療のために利用することができる次のうちのい
ずれかの制度  　  

　〇半日又は時間単位の年次有給休暇　
　〇所定外労働制限制度　〇時差出勤制度       
　〇フレックスタイム制　〇短時間勤務制度　〇テレワーク 
２．不妊治療と仕事との両立の推進に関する企業トップの方針を示し、講じている措置の内容とと

もに労働者に周知していること（※２） 
３．不妊治療と仕事との両立に関する研修（※３）その他の不妊治療と仕事との両立に関する労働

者の理解を促進するための取組を実施していること 
４．不妊治療を受ける労働者からの不妊治療と仕事との両立に関する相談に応じるための担当者

（両立支援担当者）を選任し、労働者に周知していること

不妊治療と仕事との両立を支援する助成金のご案内不妊治療と仕事との両立を支援する助成金のご案内

不妊治療と仕事との両立に資する職場環境の整備に取り組み、不妊治療のために利用可能な休暇制
度や両立支援制度を労働者に利用させた中小企業事業主の皆さまを支援します。

なお、「働き方改革推進支援助成金（労働時間短縮・年休促進支援コース）」（生産性を向上させ、労
働時間の縮減、年次有給休暇の取得や不妊治療のための休暇制度の導入等を実施した中小企業事業主の
皆さまを支援する助成金）もあります。

次の①～⑥のいずれか又は複数の制度を導入し、労働者に利用させた中小
企業事業主
① 不妊治療のための休暇制度（多目的・特定目的とも可）
② 所定外労働制限制度　③ 時差出勤制度　④ 短時間勤務制度
⑤ フレックスタイム制　⑥テレワーク

両立を支援する旨の企業トップの方針の周知　⇒　社内ニーズ調査　⇒　
就業規則等の規定・周知
⇒　両立支援担当者の選任
⇒　労働者のための「不妊治療両立支援プラン」の策定

Ａ「環境整備、休暇の取得等」
　最初の労働者が休暇制度・両立支援制度を合計５日（回）利用
　　２８.５万円＜３６万円＞
Ｂ「長期休暇の加算」
　Ａを受給し、労働者が不妊治療休暇を20日以上連続して取得
　　２８.５万円＜３６万円＞　
※A、Bとも、＜　＞内は生産性要件を満たした場合の支給額

両立支援等助成金（不妊治療両立支援コース）両立支援等助成金（不妊治療両立支援コース）

事業主の皆さまへ

なぜ、両立支援が必要なのでしょうか。

⇒　企業には、不妊治療を受けながら安心して働き続けられる職場
　環境の整備が求められます。

支給対象となる
事業主

申請のステップ

支給額

●助成金の支給要件の詳細や具体的な手続き、各種申請書の
　ダウンロードはこちら
　https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_14408.html

詐欺にご注意ください。国や都道府県労働局から、助成金の相談について電話などで勧誘することは
ありません。
また、振込先、口座番号、その他の個人情報を個人の方に電話などで問い合わせることはありません。

不妊治療と仕事との両立支援策不妊治療と仕事との両立支援策

●不妊治療と仕事との両立がしやすい環境整備に取り組む企業を認定します（令和４年４月～）

●不妊治療を受けながら働き続けられる職場づくりのためのマニュアル

https://www.mhlw.go.jp/content/11909000/000930522.pdf 
※１　就業規則の規定例

https://www.mhlw.go.jp/bunya/koyoukintou/pamphlet/dl/30k.pdf
企業向けの制度導入マニュアルです。

●不妊治療と仕事との両立サポートハンドブック

https://www.mhlw.go.jp/bunya/koyoukintou/pamphlet/dl/30l.pdf
労働者向けに、不妊治療の内容や職場での配慮のポイントを紹介しています。

●不妊治療を受けやすい休暇制度等導入支援セミナー

https://www.youtube.com/watch?v=YyHjSMKfPf8
有識者による講演オンラインで配信しています。どなたでも無料で視聴できます。

https://www.mhlw.go.jp/content/11909000/000930524.pdf
※２　企業トップによる方針の周知例

https://www.mhlw.go.jp/content/11909000/000930525.pdf
※３　研修の実施例

不妊治療と仕事との両立についての詳細な情報は、こちらにお問い合わせください。
受付8：30～17：15（土・日・祝日を除く）

岡山労働局雇用環境・均等室　 電話 ０８６－２２５－２０１７

▲「不妊治療と仕事との両立」認定マーク
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（注）「先ハメ」は端子を１本につき、「チューブ通し」はチューブを１本につきの金額をいう。 

労働調査会の定期刊行誌労働調査会の定期刊行誌

労働調査会　関西支社 https://www.chosakai.co.jp
大阪市西区阿波座2丁目2-18 TEL.06-6541-3045　〒550-0011

労働基準広報
発行 月３回(１日・11日・21日) 
　　　  年６回別冊付録つき
判型/頁数 B5判／56頁
年間購読
会費 税込価格 61,600円

★お申し込みは、
最寄りの一般社団法人岡山県労働基準協会・各支部へ!!

いち早く、労働行政関連情報を手に入れるなら、労働調査会の定期刊行誌！ 
ご希望の方には、無料で見本誌を差し上げています。

先見労務管理
発行 月２回(10日・25日)
　　　 年６回別冊付録つき
判型/頁数 B5判／64頁
年間購読
会費 税込価格 61,600円

労働安全衛生広報
発行 月２回(１日・15日) 
　　　 年６回別冊付録つき
判型/頁数 B5判／64頁
年間購読
会費 税込価格　61,600円

理事長
総社市久代140 8番地の6
TEL.（0866）96－1888
FAX.（0866）96－2040

晝　田　眞　三
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高品質企業への進化

〒712-8012
岡山県倉敷市連島1丁目15番10号
TEL 086-440-0606（代）FAX 086-440-0611

株式会社ヤマダ
代表取締役社長　山田 啓吾

三井造船特機エンジニアリング株式会社
マリン・メンテ事業部

取締役事業部長　三 島 利 文

「賃金構造基本統計調査」へのご協力をお願いします
　毎年７月、賃金構造基本統計調査が全国一斉に実施されます。
　事業場の労働者数、労働者の属性、６月分の賃金額 (総支給、時間
外手当、前年の賞与)、労働時間数などについてご回答頂くものです。
　調査の趣旨、重要性をご理解いただき、調査にご協力下さいますよ
うお願い申し上げます。

・この調査は、主要産業に雇用される労働者の賃金の実態を労働者の雇用形態、就業形態、職種、
性、年齢、学歴、勤続年数、経験年数別等に明らかにすることを目的としています。

・民営は５人以上、公営は10人以上の常用労働者を雇用する事業所から、産業及び事業所規模別
に一定の方法で抽出した事業所を対象としています。
・民間企業における賃金決定等の資料として広く利用されているほか、最低賃金の決定や労災保険の
給付額算定の資料として、また、雇用・労働に係る国の政策検討の基礎資料として活用されています。

問合せ先 岡山労働局賃金室　　電話０８６－２２５－２０１４
厚生労働省ホームページ（「賃金構造基本統計調査」で検索）もご利用下さい。

岡 山 県 車 両 電 気 配 線 装 置 製 造 業 最 低 工 賃  
岡山労働局長は、「岡山県車両電気配線装置製造業最低工賃」を改正いたしました。 　
改正発効日以降は、下記規格毎の最低工賃以上の委託工賃を支払わねばなりません。 
関係委託者の方は、支払工賃をご確認の上、必要な場合は見直しを
お願いします。 

☆詳細は、岡山労働局労働基準部又は最寄りの労働基準監督署へお尋ねください。
岡山労働局賃金室　☎０８６－２２５－２０１４

令和４年７月１日

効力発生の日
 （発 効 日）

（適用対象者） 
岡山県内において、車両電気配線装置（ワイヤーハーネス） 製造
業に係る「先ハメ」又は「チューブ通し」の業務に従事 する家内
労働者及びその委託者 

業　　務 内　　容 規　　格 金　額（注） 

20センチメートル以下の電線につ
いて行うもの

電線の端末に取り付け
られた端子をコネクタ
（非防水タイプに限
る）に差し込むことを
いう。

電線の被覆を保護する
ため、丸チューブを電
線の端から差し入れる
ことをいう。

1本につき
37銭

20センチメートルを超えて50セン
チメートル以下の電線について行
うもの

50センチメートルを超えて２メー
トル以下の電線について行うもの

２メートルを超える電線について
行うもの

15センチメートル以下のチューブ
について行うもの

15センチメートルを超えて30セン
チメートル以下のチューブについ
て行うもの

30センチメートルを超えて50セン
チメートル以下のチューブについ
て行うもの

50センチメートルを超えるチュー
ブについて行うもの

1本につき
43銭

1本につき
53銭

1本につき
61銭

1本につき
28銭

1本につき
41銭

1本につき
56銭

1本につき
66銭

先ハメ 

チューブ
通し

Check!
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（注）「先ハメ」は端子を１本につき、「チューブ通し」はチューブを１本につきの金額をいう。 

労働調査会の定期刊行誌労働調査会の定期刊行誌

労働調査会　関西支社 https://www.chosakai.co.jp
大阪市西区阿波座2丁目2-18 TEL.06-6541-3045　〒550-0011

労働基準広報
発行 月３回(１日・11日・21日) 
　　　  年６回別冊付録つき
判型/頁数 B5判／56頁
年間購読
会費 税込価格 61,600円

★お申し込みは、
最寄りの一般社団法人岡山県労働基準協会・各支部へ!!

いち早く、労働行政関連情報を手に入れるなら、労働調査会の定期刊行誌！ 
ご希望の方には、無料で見本誌を差し上げています。

先見労務管理
発行 月２回(10日・25日)
　　　 年６回別冊付録つき
判型/頁数 B5判／64頁
年間購読
会費 税込価格 61,600円

労働安全衛生広報
発行 月２回(１日・15日) 
　　　 年６回別冊付録つき
判型/頁数 B5判／64頁
年間購読
会費 税込価格　61,600円

理事長
総社市久代140 8番地の6
TEL.（0866）96－1888
FAX.（0866）96－2040

晝　田　眞　三
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高品質企業への進化

〒712-8012
岡山県倉敷市連島1丁目15番10号
TEL 086-440-0606（代）FAX 086-440-0611

株式会社ヤマダ
代表取締役社長　山田 啓吾

三井造船特機エンジニアリング株式会社
マリン・メンテ事業部

取締役事業部長　三 島 利 文

「賃金構造基本統計調査」へのご協力をお願いします
　毎年７月、賃金構造基本統計調査が全国一斉に実施されます。
　事業場の労働者数、労働者の属性、６月分の賃金額 (総支給、時間
外手当、前年の賞与)、労働時間数などについてご回答頂くものです。
　調査の趣旨、重要性をご理解いただき、調査にご協力下さいますよ
うお願い申し上げます。

・この調査は、主要産業に雇用される労働者の賃金の実態を労働者の雇用形態、就業形態、職種、
性、年齢、学歴、勤続年数、経験年数別等に明らかにすることを目的としています。
・民営は５人以上、公営は10人以上の常用労働者を雇用する事業所から、産業及び事業所規模別
に一定の方法で抽出した事業所を対象としています。
・民間企業における賃金決定等の資料として広く利用されているほか、最低賃金の決定や労災保険の
給付額算定の資料として、また、雇用・労働に係る国の政策検討の基礎資料として活用されています。

問合せ先 岡山労働局賃金室　　電話０８６－２２５－２０１４
厚生労働省ホームページ（「賃金構造基本統計調査」で検索）もご利用下さい。

岡 山 県 車 両 電 気 配 線 装 置 製 造 業 最 低 工 賃  
岡山労働局長は、「岡山県車両電気配線装置製造業最低工賃」を改正いたしました。 　
改正発効日以降は、下記規格毎の最低工賃以上の委託工賃を支払わねばなりません。 
関係委託者の方は、支払工賃をご確認の上、必要な場合は見直しを
お願いします。 

☆詳細は、岡山労働局労働基準部又は最寄りの労働基準監督署へお尋ねください。
岡山労働局賃金室　☎０８６－２２５－２０１４

令和４年７月１日

効力発生の日
 （発 効 日）

（適用対象者） 
岡山県内において、車両電気配線装置（ワイヤーハーネス） 製造
業に係る「先ハメ」又は「チューブ通し」の業務に従事 する家内
労働者及びその委託者 

業　　務 内　　容 規　　格 金　額（注） 

20センチメートル以下の電線につ
いて行うもの

電線の端末に取り付け
られた端子をコネクタ
（非防水タイプに限
る）に差し込むことを
いう。

電線の被覆を保護する
ため、丸チューブを電
線の端から差し入れる
ことをいう。

1本につき
37銭

20センチメートルを超えて50セン
チメートル以下の電線について行
うもの

50センチメートルを超えて２メー
トル以下の電線について行うもの

２メートルを超える電線について
行うもの

15センチメートル以下のチューブ
について行うもの

15センチメートルを超えて30セン
チメートル以下のチューブについ
て行うもの

30センチメートルを超えて50セン
チメートル以下のチューブについ
て行うもの

50センチメートルを超えるチュー
ブについて行うもの

1本につき
43銭

1本につき
53銭

1本につき
61銭

1本につき
28銭

1本につき
41銭

1本につき
56銭

1本につき
66銭

先ハメ 

チューブ
通し

Check!
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目　次 2022
Jun.   

（　）14 ─ 岡山労働基準弘報─ 昭和２６年１１月８日第３種郵便物認可毎月１回１５日発行第３種郵便物認可 ４.６. 15 ─ 岡山労働基準弘報─

６ 令和４年６月15日　発行

岡山市北区桑田町 1 5 番 2 8 号

編集兼
発行人

一般社団法人

（電話（086）225─3571）

（購読料は会費に含む）
ホームページ http://www.olsa.or.jp

岡　　田　　康　　浩

岡山県労働基準協会

第76巻　第６号

1部 50円　 1年 600円

昭
和
二
十
六
年
十
一
月
八
日

　第
三
種
郵
便
物
認
可

令
和
四
年
六
月
十
五
日
（
毎
月
一
回
十
五
日
発
行
）

第
七
六
巻

第

　
六
号

（

　
　
　）

（　）１

回　覧 氏
名

労働安全衛生関係

免許試験日程
2022年７月から９月までの間に
当センターで実施する学科試験の
日程は、右記のとおりです。

また、受験資格等については、
中国四国安全衛生技術センター
〒721-0955　広島県福山市新涯町2-29-36

    ☎ 084－954－4661に照会して下さい。
インターネットアドレス　　　　　　　　　　
https://www.chushi.exam.or.jp/

試　  験　  の　  種　  類

特 級 ボ イ ラ ー 技 士
一 級 ボ イ ラ ー 技 士
二 級 ボ イ ラ ー 技 士
特 別 ボ イ ラ ー 溶 接 士
普 通 ボ イ ラ ー 溶 接 士
ボ イ ラ ー 整 備 士

移 動 式 ク レ ー ン 運 転 士
揚 貨 装 置 運 転 士
発 破 技 士
ガ ス 溶 接 作 業 主 任 者
林 業 架 線 作 業 主 任 者
第 一 種 衛 生 管 理 者
第 二 種 衛 生 管 理 者
高 圧 室 内 作 業 主 任 者
エ ッ ク ス 線 作 業 主 任 者
ガンマ線透過写真撮影作業主任者
潜 水 士

限 定 な し
ク レ ー ン 限 定
床 上 運 転 式 限 定
限定免許解除試験

クレーン・
デ リ ッ ク
運 転 士

９月

7
21

15
15

14
14

13

27

13

26
5・26

7

6・28
6・28

12

20

８月７月

2
29
29

30
30

23

18
18

★には、更に実技試験があります。
2022年

★
★

★

★
★
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人材確保等助成金（テレワークコース）のご案内
外国人労働者相談コーナーのご案内
不妊治療と仕事との両立を支援する助成金のご案内
岡山県車両電気配線装置製造業最低工賃
「賃金構造基本統計調査」へのご協力をお願いします

6
9
10
12
13

第11回定時総会を開催
令和３年度事業報告
第35回岡山県ゼロ災運動研究集会開催のご案内

2
4
7

悠々自適
労働災害－統計－

6
14

あ
せ
り
が
招
く

転
倒
災
害

７月 全国安全週間７月１日～７日６月 全国安全週間準備期間
６月１日～30日

貨物
取扱業
2人
（－3）

死　傷　災　害
（休業4日以上の死傷災害）

4月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数

死　亡　災　害
4月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数

2022年（令和４年）労働災害発生状況

林業
10人（＋2）

運輸交通業
1人（＋1）

林業
1人（＋1）

製
　　　造

　　　　　　 業　
　　　　　　140人
　　　　　　（－34）

全産業
891人
（+308）

木建
9人（
－4）

建設業
 81人（＋15）

鉱業
4人
（±0）

建設業
 1人（－1）

交通事故
  0人（－1）

運輸交通業
77人（－16）

はさまれ・巻き込まれ
0人（－1）

事故の
型　別
3人
（＋1）

墜落・転落
1人（＋1）

激突され
1人（＋1）

その他
6人（－7）

崩壊・倒壊
1人（＋1）

第三次産業
   571人　
   （＋351）　

業種別
3人
（＋1）

あなたの心で運ぶハート引越便

原 田 和 充
岡山県貨物運送株式会社
代表取締役社長　

〒700-0027 岡山市北区清心町4番31号
TEL （086）252-2111（代）
ホームページ  http://www.okaken.co.jp

〒

太陽綜合法律事務所

〒700-0901
岡山市北区本町6番36号
　第一セントラルビル2階
　TEL（086）224-8338（代）
　FAX（086）224-7555

（岡山弁護士会所属）
岡山県労働基準協会顧問弁護士

弁護士法人

近 藤 弦之介
藤 原　健 補
馬 場　幸 三
谷 口　怜 司
山 本　愛 子
川 端 美智子
青 田 　　夢
鹿 室　辰 義
髙 瀬   鈴 香
石 島 　　弘

弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
客員弁護士

税理士

〒700-0983　岡山市北区東島田町1丁目2番5号
TEL：086－231－1227

武　田　育　男
たけ だ おやす 毎週火曜日と木曜日10時から16時

（12：00～13：00を除く）

TEL（086）225-4538

労働問題相談日のお知らせ

会員の皆様方の労働問題に関するあらゆるご相談に応じます。
お気軽にご相談下さい。

※上記以外の日程
　または来所の方は、
　事前にご連絡下さい。


